
序
本
稿
は
、
前
回
の
「『
兵
法
家
伝
書
』
伝
本
の
比
較
研
究　

─
細
川
家
本
と
小

城
鍋
島
家
本
─
」
の
続
き
で
あ
り
、
細
川
家
本
『
兵
法
家
伝
書
』
の
下
巻
に
相

応
す
る
「
兵
法
家
伝
書
下
巻
」
の
翻
刻
（「
無
刀
之
巻
」
を
除
く
）
を
中
心
に
既

に
活
字
化
さ
れ
て
い
る
小
城
鍋
島
家
本
と
の
比
較
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
柳
生
宗
矩
『
兵
法
家
伝
書
』
は
四
系
統
の
伝
本
（
江
戸
家

本
、
小
城
鍋
島
家
本
、
鹿
島
鍋
島
家
本
、
細
川
家
本
）
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

江
戸
柳
生
家
に
は
小
城
、
細
川
の
伝
本
の
原
本
と
思
し
き
も
の
が
あ
る
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
確
認
は
で
き
て
い
な
い
。『
兵
法
家
伝
書
』
の
研
究
は
、
そ
の
思

想
的
背
景
並
び
に
形
成
過
程
に
つ
い
て
は
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
が
伝
本
間
の

構
成
比
較
は
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
門
外
不
出
と
さ
れ
た
同
書
で
あ
る
が
、

か
と
う
じ
ゅ
ん
い
ち
：
保
健
医
療
学
部
理
学
療
法
学
科
准
教
授

『
兵
法
家
伝
書
』
伝
本
の
比
較
研
究
Ⅱ　

─
細
川
家
本
と
小
城
鍋
島
家
本
─

A
 Com

parative Study of the Side Books of  

“Heihokadensho

”Ⅱ

加
藤　

純
一

Junichi K
A

T
O

キ
ー
ワ
ー
ド
：『
兵
法
家
伝
書
』、
小
城
鍋
島
家
本
、
活
人
剣
下
巻

Key W
ords

：
“Heiho-kaden-Syo

”, T
he O

gi-N
abeshim

aʼs m
anuscripts, K

atsuninken Gekan

以
外
に
流
布
本
を
目
に
す
る
機
会
も
多
い
。
そ
の
際
、
そ
れ
が
四
系
統
の
ど
れ

に
相
応
す
る
の
か
を
判
断
す
る
材
料
と
し
て
、
先
ず
四
系
統
間
の
相
違
を
明
確

に
す
る
作
業
が
必
要
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
よ
り
、
現
在
、
細
川

家
本
の
翻
刻
を
中
心
に
、
小
城
鍋
島
家
本
と
の
比
較
よ
り
そ
れ
を
導
き
出
そ
う

と
試
み
て
い
る
。
な
お
、
細
川
家
本
は
『
日
本
武
道
体
系
（
（
（

』
に
複
製
収
録
さ
れ

た
も
の
を
用
い
、
比
較
対
象
と
な
る
小
城
鍋
島
家
本
は
拙
著
『
兵
法
家
伝
書
に

学
ぶ
（
（
（

』
の
資
料
編
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
用
い
た
。

一　

細
川
家
本
『
兵
法
家
伝
書
』
下
巻
（
無
刀
之
巻
を
除
く
）　

凡
例

１　
�

本
書
は
『
日
本
武
道
体
系
』
に
複
製
収
録
さ
れ
た
も
の
を
底
本
と
し
た
。

柳
生
宗
矩
が
寛
永
一
四
年
に
細
川
忠
利
に
伝
授
し
た
も
の
で
あ
る
。

目白大学　人文学研究
第５号　2009年　15−2515



加藤　純一 16

２　

�

本
書
で
の
翻
刻
作
業
で
は
、
最
初
に
本
文
を
入
力
し
、
続
い
て
朱
書
き

の
部
分
を
加
筆
し
た
。
読
点
は
文
末
箇
所
で
は
句
点
に
換
え
、
不
足
箇

所
に
お
い
て
は
原
文
に
従
い
加
筆
は
行
わ
な
か
っ
た
。

３　
�

朱
書
き
の
濁
点
は
書
き
入
れ
た
が
、
本
文
に
な
い
場
合
に
は
そ
の
ま
ま

と
し
た
。

二　

本
文

兵
法
家
傳
書
下
巻

○
一　

百
様
之
構
あ
り
共
、
唯
一
に
勝
事

右
、
き
は
ま
る
所
は
、
手
字
種
利
剱
、
是
也
。
百モ
モ

様ヤ
ウ

千
様
に
を
し
へ
な
し
、

な
ら
ひ
な
し
て
、
身
か
ま
へ
、
太
刀
が
ま
へ
、
百モ
モ

手テ

に
つ
か
ひ
な
す
も
、
此
手

字
種
利
剱
一ヒ
ト
ツつ
を
眼マ
ナ
コと
す
る
也
。
敵テ
キ

の
か
ま
へ
に
、
百
様
あ
り
と
も
、
わ
が
身

に
、
百
様
あ
り
共
、
手
字
種
利
剱
の
目
付
に
極
キ
ハ
マ
ル

也
。
秘ヒ

傳デ
ン

な
る
故ユ
ヘ

に
、
本
字

を
書カ
キ

あ
ら
は
さ
ず
し
て
、
音コ
ヱ

を
か
り
て
、
手
字
種
利
剣
と
書
者
也
。

○
一　

有
無
ノ
拍
子
、
附
ツ
ケ
タ
リ、
有ウ

も
有
、
無
も
有
、
と
云
事

右
是
は
、
手
字
種
利
剱
に
付
て
、
有ウ

と
、
無ム

と
、
い
ふ
習
あ
り
。
あ
ら
は

る
ゝ
時
は
、
有ウ

也
。
隠
カ
ク
ル
ヽ

時
は
無ム

也
。
此
、
か
く
れ
、
あ
ら
は
る
ゝ
、
有ウ

無ム

即
ス
ナ
ハ
チ

手
字
種
利
剱
也
。
太
刀
を
に
ぎ
る
手
に
あ
り
。
佛ブ
ツ

法ホ
ウ

に
有ウ

無
の
沙サ

汰タ

あ
り
。
是

に
な
ぞ
ら
へ
て
い
へ
り
。
凡ボ
ン

夫ブ

は
、
有ウ

を
見
て
、
無ム

を
見
ざ
る
也
。
手
字
種
利

剱
に
は
、
有ウ

を
も
見
、
無ム

を
も
見
る
也
。
有ウ

も
在
無ム

も
有
也
。
有ウ

の
時
は
、
有ウ

に
付
て
う
ち
、
無ム

無
の
時
は
、
無ム

に
付
て
う
ち
、
又
有
を
ま
た
ず
し
て
無ム

を
う

ち
、
無ム

を
ま
た
ず
し
て
有ウ

を
う
つ
程
に
、
有ウ

も
有ウ

、
無ム

も
有ウ
ト

云
也
。
老ロ
ウ

子シ

経キ
ヤ
ウの

註チ
ウ

に
、
常ツ
ネ
ニ
有ウ

常ツ
ネ
ニ
無ム

と
云
事
あ
り
。
有
も
常
に
あ
り
、
無ム

も
常
に
あ
り
。
か
く

る
ゝ
時
は
、
有ウ

即
無ム

と
な
る
。
あ
ら
は
る
ゝ
時
は
、
無ム

即
有
と
な
る
。
た
と
へ

は
、
水ミ
ヅ

鳥ト
リ

の
、
水
に
う
か
ひ
た
る
時
は
、
有ウ

也
。
水
に
入
た
る
時
は
無ム

也
。
然

は
、
有ウ

と
お
も
ふ
も
、
か
く
れ
ぬ
れ
は
無ム

也
。
又
無ム

と
お
も
ふ
も
、
顕ア
ラ
ハる
れ
は
、

有ウ

な
り
。
さ
あ
れ
は
、
有ウ

無ム

は
た
ゞ
か
く
れ
、
あ
ら
は
る
ゝ
也
。
其ソ
ノ

躰タ
イ

は
一
な

り
。
然
は
、
有ウ

も
無ム

も
常
な
る
者
也
。
佛ブ
ツ

法ホ
ウ

に
は
、
本ホ
ン

無ム

本ホ
ン

有ウ

と
云
也
。
人
の

死シ

す
る
は
有ウ

か
く
る
ゝ
也
。
人
の
生ウ
マ

る
ゝ
は
、
無ム

あ
ら
は
る
ゝ
な
り
。
其ソ
ノ

躰タ
イ

常

な
る
者
也
。
太
刀
を
に
ぎ
る
手
に
有ウ

無ム

と
云
事
あ
り
。
秘ヒ

傅デ
ン

也
。
是
を
、
種
利

剱
と
云
也
。
手
を
伏フ
セ

ぬ
れ
は
、
有ウ

か
く
る
ゝ
也
。
手
を
仰
ア
ヲ
ヌ
ク
レば

無ム

又
顕ア
ラ
ハる

ゝ
也
。

如
レ
此
云イ
ウ

と
も
、
相サ
ウ

傅デ
ン

せ
ず
は
、
此コ
レ

等ラ

の
言コ
ト

葉バ

し
り
か
た
き
事
也
。
有ウ

の
時
は
、

此
有ウ

を
み
て
、
有ウ

を
う
つ
へ
し
。
無ム

の
時
は
、
此
無ム

を
み
て
、
無ム

を
打
へ
し
。

故ユ
ヘ

に
、
有ウ

も
有ウ

、
無ム

も
有ウ

と
云
也
。
有
と
云
物
、
即
ス
ナ
ハ
チ

無ム

也
。
無ム

と
云
物
即
有ウ

也
。
有
無
非ア
ラ
スレ

二
ニ
。
此
ノ
種
利
剣
の
有ウ

無ム

を
み
る
事
ち
か
は
ゞ
、
百モ
ヽ

手テ

を
つ
く

し
て
つ
か
ふ
共
、
勝
利リ

あ
る
へ
か
ら
す
。
百モ
ヽ

様
の
兵
法
も
、
此
一
段タ
ン

に
極
キ
ハ
マ
ルる

所

也
。

○
一　

水
月　

付
其
影カ
ゲ

の
事

右
、
敵
と
我
と
の
間ア
イ
ダに

、
凡
ヲ
ホ
ヨ
ソ

何ナ
ン

尺゙
あ
れ
ば
敵
の
太
刀
我
身
に
あ
た
ら
ぬ
と

云
つ
も
り
あ
り
て
、
そ
の
尺シ
ヤ
クを

へ
た
て
ゝ
、
兵
法
を
つ
か
ふ
。
此
尺
の
う
ち
へ
、

蹈フ
ミ

入イ
リ

、
ぬ
す
み
こ
み
、
敵
に
近チ
カ

付ツ
ク

を
、
月
の
水
に
、
影カ
ゲ

を
さ
す
に
、
た
と
へ
て
、

水
月
と
云
也
。
心
に
水
月
の
場バ

を
、
立
あ
は
ぬ
以イ

前ゼ
ン

に
、
お
も
ひ
ま
ふ
け
て
、

立
あ
ふ
へ
し
。
尺
の
事
は
、
口
伝
す
べ
し
。

○
一　

神
妙
剣
之
事
、
付
ツ
ケ
タ
リ、

座
の
心
懸
、
身
に
取
、
足
に
と
る
事

右
神
妙
剱
、
至
極
之
大
事
也
。
我
身
に
、
神
妙
剱
と
さ
す
所
あ
り
。
わ
が
身
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に
あ
り
て
は
、
神
妙
剣
の
、
剣
の
字ヂ

を
剣
の
字
に
書
て
、
し
る
へ
し
。
右
に
か

ま
へ
て
も
、
左
に
か
ま
へ
て
も
、
太
刀
、
神
妙
剣
の
座ザ

を
、
は
な
れ
ぬ
程
に
、

剣
と
云
字
に
心
あ
り
。
又
敵
の
身
に
あ
り
て
は
、
剣
の
字
を
、
見ケ
ン

の
字
に
書
て

心
得
へ
し
。
此
神
妙
剣
の
座
を
、
よ
く
見
て
、
き
り
こ
む
程
に
、
見
る
所
か
簡カ
ン

要ヨ
ウ

也
。
然
は
見ケ
ン

の
字
に
心
あ
り
。

○
一　

神
妙
二
字
之
釋シ
ヤ
ク

神シ
ン

在
テ

レ
内
ニ
而
妙メ
ウ

顕
ア
ラ
ハ
ル

二
於
外ホ
カ

一

名
ナ
ツ
ケ
テ

為
ス

二
神
妙
ト
一

神
妙
の
二
字
の
心
を
の
へ
た
り
。
神シ
ン

内
に
在
て
、
妙
外ホ
カ

に
顕ア
ラ
ハる

。
是
を
神
妙

と
名
付
る
也
。
た
と
へ
は
、
一
本
の
木
に
、
内
に
木
の
神シ
ン

あ
る
故ユ
ヘ

に
、
花
さ
き
、

匂
ひ
、
み
と
り
立
、
枝ヱ
ダ

葉ハ

し
げ
る
也
。
是
を
妙メ
ウ

と
云
。
木
の
神シ
ン

は
、
木
を
く
だ

き
て
も
、
是
ぞ
、
神
と
て
、
目
に
見
え
ね
と
も
、
神シ
ン

な
く
は
花
緑ミ
ド
リも

、
外
に
は

あ
ら
は
る
ま
じ
き
也
。
人
の
神シ
ン

も
、
身
を
さ
き
て
も
、
是コ
レ

ぞ
神シ
ン

と
て
、
目
に
は

見
え
ね
と
も
、
内
に
神シ
ン

あ
る
に
よ
り
て
、
様
々
の
わ
ざ
を
な
す
也
。
神
妙
剣
の

座
に
、
神シ
ン

を
据
る
故
に
、
様
々
の
妙
が
手
足
に
あ
ら
は
れ
て
、
軍イ
ク
サに
花
を
さ
か

す
る
也
。
神シ
ン

は
、
心
の
為タ
メ

に
は
、
主
人
也
。
神
が
内
に
あ
り
て
、
心
を
外
へ
つ

か
ふ
也
。
此
心
又
氣
を
め
し
つ
か
ふ
也
。
氣
を
め
し
つ
か
ひ
、
神シ
ン

の
為タ
メ

に
、
外

に
か
け
る
。
此
心
が
、
一
所
に
逗ト
ウ

留リ
ウ

す
れ
は
、
用
が
か
く
る
也
。
然
に
よ
り
て
、

心
を
一
所
に
と
ゝ
め
ぬ
様
に
す
る
が
、
簡カ
ン

要ヨ
ウ

の
事
也
。
た
と
へ
ば
、
人
の
主シ
ユ

人゙
、

内
に
居井

て
、
下
人
を
よ
そ
へ
使ツ
カ
ヒに

や
る
に
、
行ユ
ク

さ
き
に
と
ゞ
ま
り
て
、
か
へ
ら

ね
ば
、
用
が
か
く
る
こ
と
く
也
。
心
が
物
に
と
ゝ
ま
り
て
、
本
位
に
か
へ
ら
ね

は
、
兵
法
の
手
前
が
、
ぬ
く
る
也
。
此
故
に
、
心
を
一
所
に
、
と
め
ぬ
事
、
兵

法
の
み
に
あ
ら
す
。
万
事
に
わ
た
る
事
也
。

神
と
心
と
の

二
心
得
あ
り
。

○
一　

病
氣
を
去
三
之
事
、
敵
に
あ
る
病
也
。

○
一　

指サ
シ

目メ

の
目
付
、
拍
子
の
持
所
之
事
、
口
伝
す
へ
し
。

○
一　

歩
ア
ヨ
ミ

之
事

歩ア
ヨ

み
は
、
早ハ
ヤ
キも

あ
く
、
遅ヲ
ソ

き
も
あ
し
く
、
常ツ
ネ

の
こ
と
く
す
る

く
と
何ナ
ニ

と
な

き
歩ア
ヨ
ミよ
し
。
過ス
ギ

た
る
も
、
不ザ
ル

レ
及ヲ
ヨ
バも
あ
し
く
、
中
を
と
る
也
。
早ハ
ヤ
キは
、
お
ど
ろ

き
、
ふ
た
め
く
故
也
。
お
そ
き
は
憶ヲ
ク

し
て
敵
を
お
そ
る
ゝ
故
也
。
一
切
ど
う
て

ん
せ
ぬ
位
ク
ラ
井

也
。
人
の
目
あ
ひ
て
居井
ル

を
、
扇ア
フ
ギに

て
目
の
前
へ
、
う
ち
か
く
る
に
、

目
ま
ち
す
る
は
、
常
の
心
な
り
。
目
ま
ち
す
る
は
、
動ド
ウ

転テ
ン

す
る
に
て
は
な
し
。

又
か
さ
ね
て
、
二
度
、
三
度
、
う
ち
か
け
て
お
ど
ろ
か
す
に
、
そ
つ
共
、
目
ま

ぢ
せ
ぬ
は
、
動ト
ウ

転テ
ン

し
た
る
物
也
。
め
ま
ぢ
せ
ら
る
ゝ
を
、
こ
ら
へ
て
せ
ま
ひ

く
と
お
も
ふ
て
、
せ
ぬ
は
し
た
よ
り
は
、
殊
コ
ト
ノ

外ホ
カ

心
う
こ
く
也
。
不フ

動ド
ウ

心シ
ン

と
云

は
、
常ツ
ネ

の
こ
と
く
に
し
て
、
目
の
あ
た
り
へ
、
物
か
く
れ
は
、
何
と
な
く
、
目

ま
ぢ
す
る
也
。
是
か
と
う
て
ん
せ
ぬ
位
ク
ラ
井

也
。
只タ
ヽ

常ツ
ネ

の
心
を
う
し
な
は
ぬ
心
持
が

せ
ん
な
り
。
う
ご
く
ま
ひ
と
す
る
は
、
う
こ
ひ
た
る
物
な
り
。
う
こ
く
は
、
う

くマ
マ

か
ぬ
道
理
也
。
水
車ク
ル
マは

、
め
く
る
か
常
也
。
め
く
ら
す
は
、
常
に
た
か
ふ
た

物
也
。
人
の
目
ま
ち
は
常
也
。
め
ま
ち
せ
ぬ
は
、
心
が
う
こ
く
也
。
常
の
心
を

か
へ
ず
し
て
、
い
つ
も
の
こ
と
く
、
す
る

く
と
歩ア
ヨ
ミが
よ
き
也
。
す
か
た
も
心

も
、
動ト
ウ

転テ
ン

せ
ぬ
位
也
。

○
一　

一
理リ

之
事　

向
構
の
時
の
心
懸カ
ケ

鑓ヤ
リ

の
時
の
心
持
也
。
無
刀
の
用
心
。

右
の
一
理
と
云
事
は
、
兵
法
の
か
く
し
こ
と
葉
也
。
太タ
イ

躰テ
イ

の
兵
法
に
は
、

如
何
様
に
も
自ジ

由ユ
ウ

か
な
る
物
也
。
さ
し
つ
め
た
る
き
び
し
き
事
、
一
大
事
也
。

そ
こ
を
よ
く
心
に
か
け
、
こ
ま
か
に
目
を
付
て
、
ほ
か
と
し
た
る
事
に
、
あ
は
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ぬ
用
心
す
る
所
を
、
一
理
と
云
也
。
太
刀
に
て
も
、
む
か
ふ
が
ま
へ
に
、
ち
か

く
と
さ
し
あ
て
ゝ
居
た
り
、
鑓ヤ
リ

を
五
寸
一
尺
に
さ
し
む
か
ふ
た
り
な
と
す
る

時
の
、
用
心
。
是
を
一
理
と
云
也
。
わ
が
う
し
ろ
に
、
か
べ
つ
い
ち
な
と
あ
り

て
、
ひ
か
れ
ぬ
時
、
む
か
ふ
よ
り
さ
し
あ
つ
る
時
な
と
の
用
心
也
。
一
大
事
、

一
難ナ
ン

儀ギ

の
所
と
心
得
へ
し
。
無
刀
の
時
、
五
寸
一
尺
の
は
づ
し
、
目
を
一
所
に

す
へ
、
心
を
一
所
に
と
ゝ
め
、
油ユ

断ダ
ン

し
て
は
、
中
々
不ザ
ン

レ
成ナ
ラ

事
也
。
か
様
の
事

を
、
心
に
か
く
る
を
、
一
理
と
云
て
、
秘ヒ

密ミ
ツ

す
る
所
也
。

○
一　

敵
身
方
両
一
尺
之
事
、
相
寸
無
刀
の
用
心
也
。

道
具グ

、
両
方
と
も
に
、
身
を
は
な
る
ゝ
事
、
一
尺
な
り
。
一
尺
に
て
は
、
は

つ
す
物
也
。
此
尺
よ
り
ち
か
く
よ
る
は
、
は
や
ふ
し
。

○
一　

是ゼ

極コ
ク

一
刀
之
事

是
極
と
は
、
こ
れ
至シ

極ゴ
ク

也
と
云
儀ギ

也
。
一
刀
と
は
、
刀
に
あ
ら
す
。
敵
の
機キ

を
見
る
を
、
一
刀
と
秘ヒ

す
る
也
。
大
事
の
一
刀
と
は
、
敵
の
は
た
ら
き
を
見
る

が
無
ハ〈
マ
マ
〉

上ジ
ヤ
ウ

極ゴ
ク

意イ

之
一ヒ
ト

刀カ
タ
ナ

也
。
敵
、
の
機キ

を
見
る
を
、
一
刀
と
心
得
、
は
た
ら

き
に
随
シ
タ
ガ
ウて
、
打ウ
ツ

太
刀
を
は
、
第ダ
イ

二
刀
と
心
得
へ
し
。
是
を
根コ
ン

本ボ
ン

に
し
て
、
様サ
マ

く々

に
つ
か
ふ
な
り
。
手
利
剣
、
水
月
、
神
妙
剱
、
病
氣
、
此
四
、
手テ

足ア
シ

の
動
ハ
タ
ラ
キ

以

上
五
也
。
是
を
五
観ク
ワ
ン

一イ
ツ

見ケ
ン

と
習
ナ
ラ
フ

也
。
手
利
剱
を
見
る
、
是
を
一
見
と
云
。
残
ノ
コ
リ

四
つ
を
は
、
心
に
持モ
ツ

程ボ
ト

に
、
観
と
云
也
。
目
に
見
る
を
は
、
見ケ
ン

と
云
、
心
に
見

る
を
、
観ク
ワ
ンと
云
。
心
に
観
ク
ワ
ン

念ネ
ン

す
る
儀ギ

也
。
四
観
一
見
と
い
は
ず
し
て
、
五
観
と

云
は
、
お
し
こ
め
て
、
五
観
と
云
、
其
内
よ
り
、
手
利
剱
を
一
見
と
云
也
。
手

利
剣
、
水
月
、
神
妙
剱
、
病
氣
、
身
手
足
、
此
五
也
。
此
内
四
を
は
、
心シ
ン
ニ

観
ク
ワ
ン

し
て
眼マ
ナ
コに

、
利
剣
を
見
る
を
一
見
と
云
也
。

○
一　

水
月
、
神
妙
剣
、
病
氣
、
身
手
足
此
四
の
分
別

　
　

一　

水
月
は
、
立
合
ノ
場バ

の
座ザ

取ド
リ

也
。

　
　

一　

神
妙
剣
は
、
身
の
内
の
座ザ

取ド
リ

也
。

　
　

一　

身
手
足
は　

一　

敵
の
は
た
ら
き
を
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　

我
身
の
は
た
ら
き

　
　

一　

去
病
は
手
利
剱
を
見
む
為
也
。

右
然
は
、
極キ
ハ
マる

所
は
、
手
利
剱
の
有ウ

無ム

を
見
る
事
、
専セ
ン

一
也
。
四
は
、
太タ
イ

躰テ
イ

也
。
病
を
さ
る
手
利
剣
見
む
為
也
。
病
さ
ら
さ
れ
は
、
必
、
病
に
と
ら
れ
て
、

見
そ
こ
な
ふ
也
。
見
そ
こ
な
へ
ば
、
負
マ
ク
ル

也
。
病
と
は
、
心
の
病
也
。
心
の
病
と

は
、
心
の
そ
こ

く
に
、
と
ゝ
ま
る
を
云
也
。
心
を
、
一
太
刀
う
つ
た
所
に
、

と
ゝ
め
ぬ
様
に
、
す
へ
し
。
心
を
す
て
ゝ
、
す
て
ぬ
也
。

○
一　

敵
の
か
ま
へ
、
太
刀
先サ
キ

、
我
方
へ
む
か
は
ゞ
、
あ
ぐ
る
所
に
つ
け
て
う

つ
へ
し
。

○
一　

敵
を
う
つ
と
お
も
ふ
て
、
我
身
を
う
た
す
へ
し
。
敵
が
我
を
う
ち
さ
へ

す
れ
は
、
敵
を
ば
う
つ
た
物
也
。

○
一　

水
月
の
場バ

を
と
れ
。
そ
れ
よ
り
、
心
持
を
専セ
ン

に
す
へ
し
。
わ
れ
場バ

を
と

ら
ん
と
す
る
に
、
敵
す
で
に
、
先マ
ツ

、
場バ

を
取
た
ら
は
、
そ
れ
を
わ
が
に
す
へ
し
。

つ
も
り
さ
へ
ち
が
は
ね
は
、
敵
が
よ
つ
て
五
尺
も
、
わ
か
よ
つ
て
五
尺
も
、
敵

と
我
と
の
、
間
の
尺
は
、
同
事
也
。
人
が
場バ

を
と
り
た
ら
は
、
と
ら
せ
て
を
く

が
よ
き
也
。
場バ

を
と
る
と
か
た
ま
り
た
る
は
、
あ
し
ゝ
。
身
を
う
き
や
か
に
持

へ
し
。

○
一　

足
ふ
み
も
、
身
の
あ
て
か
ひ
も
、
神
妙
剣
の
座ザ

に
、
は
づ
れ
ぬ
様
に
す

へ
し
。
立
あ
は
ぬ
さ
き
か
ら
、
此
心
か
け
、
わ
す
る
へ
か
ら
す
。

○
一　

神
妙
剣
見
る
事
三
段ダ
ン

の
分フ
ン

別ベ
ツ
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心
に
て
見
る
を
根コ
ン

本ボ
ン

と
す
。
心
か
ら
見
て
こ
そ
、
目
も
つ
く
べ
き
物
な
れ
。

然
は
目
に
て
見
る
は
、
心
の
次ツ
ギ

也
。
目
に
て
見
て
、
そ
の
次ツ
ギ

に
、
身
足
手
に
て

見
る
へ
し
。
身
足
手
に
て
見
る
と
は
、
敵
の
神
妙
剱
に
、
わ
か
身
足
手
の
、
は

つ
れ
ぬ
様
に
す
る
を
、
身
足
手
に
て
見
る
と
云
也
。
心
に
て
見
る
は
、
目
に
て

見
ん
為タ
メ

也
。
目
に
て
見
る
は
、
足
手
を
敵
の
神
妙
剣
の
座
に
、
あ
て
ん
と
云
事

也
。

一　

心
ハ

似
ニ
タ
リ

二
水ス
イ

中チ
ウ
ノ
月
ニ

一

形
カ
タ
チ
ハ

如
シ

二

鏡
カ
ヾ
ミ
ノ

上ウ
ヘ
ノ

影カ
ゲ
ノ

一

右
の
句ク

を
、
兵
法
に
取ト
リ

用
モ
チ
ユ
ル

心
持
は
、
水
に
は
、
月
の
か
げ
を
、
や
ど
す
物

也
。
鏡カ
ヾ
ミ
に
は
、
身
の
か
げ
を
や
ど
す
物
也
。
人
の
、
心
の
物
に
う
つ
る
事
は
、

月
の
水
に
う
つ
る
ご
と
く
也
。
い
か
に
も
、
す
み
や
か
に
う
つ
る
物
也
。
神
妙

剱
の
座
を
、
水
に
た
と
へ
、
わ
か
心
を
月
に
た
と
へ
、
心
を
神
妙
剱
の
座
へ
、

う
つ
す
へ
し
。
心
が
う
つ
れ
は
、
身
か
神
妙
剱
の
座
へ
う
つ
る
也
。
心
か
ゆ
け

は
、
身
か
ゆ
く
な
り
。
心
に
、
身
は
し
た
か
ふ
物
也
。
又
鏡カ
ヾ
ミを
は
、
神
妙
剱
の

座
に
た
と
へ
、
わ
か
身
を
、
か
げ
の
こ
と
く
に
、
神
妙
剣
の
座
へ
、
う
つ
せ
と

云
心
に
、
此
句ク

を
用モ
チ
ユる

也
。
手
足
を
、
神
妙
剣
の
座
に
、
は
づ
す
な
と
云
儀
也
。

月
の
、
水
に
、
か
げ
を
う
つ
す
は
、
い
か
に
も
す
み
や
か
な
る
物
也
。
は
る

ぐ

高タ
カ

き
天
に
あ
れ
と
も
、
雲ク
モ

が
の
く
と
い
な
や
、
は
や
水
に
か
げ
が
さ
す
也
。
高

天
か
ら
、
そ
ろ

く
と
、
連
々
に
く
だ
り
て
、
う
つ
る
物
に
あ
ら
ず
。
目
ま
ぢ

一
せ
ぬ
う
ち
に
は
や
う
つ
る
な
り
。
人
の
心
の
物
に
う
つ
る
事
、
月
の
水
に
う

つ
る
が
ご
と
く
、
す
み
や
か
な
と
云
た
と
へ
な
り
。
意
コ
ヽ
ロ
ノ

速
ス
ミ
ヤ
カ
ナ
ル

如コ
ト
シ

二
水ス
イ

月ゲ
ツ

鏡キ
ヤ
ウ

像ザ
ウ
ノ

一
と
云
経キ
ヤ
ウ

文モ
ン

も
、
月
が
水
に
う
つ
り
て
、
さ
だ
か
に
あ
れ
と
も
、
水
の
そ

こ
を
、
さ
ぐ
れ
は
、
月
は
な
ひ
と
、
云
儀ギ

理リ

に
は
あ
ら
ず
。
た
ゞ
と
を
き
天
の

上
か
ら
、
間マ

も
な
く
、
そ
の
ま
ゝ
、
う
つ
る
と
云
心
也
。
鏡カ
ヽ
ミに

う
つ
る
か
た
ち

も
、
何
に
て
も
、
物
が
む
か
ふ
と
、
は
や
う
つ
る
也
。
す
み
や
か
な
と
云
た
と

へ
な
り
。
人
の
心
の
、
物
に
う
つ
る
事
、
如
レ
此
也
。
目
ま
ち
す
る
間マ

に
大タ
イ

唐ト
ウ

ま
で
も
、
心
は
ゆ
く
也
。
と
ろ

く
、
ま
ど
ろ
み
入
よ
と
お
も
へ
ば
、
千
里リ

の

外ホ
カ

の
、
古コ

郷キ
ヤ
ウへ

も
、
夢ユ
メ

は
行ユ
ク

也
。
か
様
に
、
心
の
う
つ
り
ゆ
く
事
を
、
水ス
イ

月グ
ワ
ツ

鏡キ
ヤ
ウ

像ザ
ウ

に
た
と
へ
て
佛ホ
ト
ケは

説ト
キ

給
ふ
と
也
。
経キ
ヤ
ウは

、
呉ゴ

音ヲ
ン

に
よ
む
程
ニ
、
水ス
イ

月グ
ワ
ツと

よ

む
と
也
。

○
一　

右
の
句ク

を
、
又
、
兵
法
の
、
水
月ゲ
ツ

に
あ
て
ゝ
も
同
ヲ
ナ
シ

事コ
ト

也
。
我
心
を
、
月

の
こ
と
く
、
場バ

へ
う
つ
す
へ
し
。
心
が
ゆ
け
ば
身
か
ゆ
く
程
に
、
立
あ
ふ
て
よ

り
、
鏡カ
ヽ
ミに
、
か
け
の
う
つ
る
こ
と
く
、
場バ

へ
身
を
う
つ
す
べ
し
。
下シ
タ

作ツ
ク
リに
、
か

ね
て
、
心
を
や
ら
ね
は
、
身
か
ゆ
か
ぬ
也
。
場バ

に
て
は
、
水
月
、
身
に
は
、
神

妙
剣
也
。
い
つ
れ
も
、
身
足
手
を
、
う
つ
す
心
持
ハ
〈
マ
マ
〉は

、
同
事
也
。

○
一　

急キ
ウ

く々
に
か
ゝ
る
事
、
以
モ
ツ
テ
ノ

外ホ
カ

あ
し
き
事
也
。
下シ
タ

作ツ
ク
リに

よ
く
持
て
、
立
あ

ふ
て
か
ら
、
よ
く
見
す
ま
し
て
、
後
の
、
急
々
懸ケ
ン

く々
也
。
ふ
た
め
か
ぬ
事
簡カ
ン

要ヨ
ウ

也
。

○
一　

心
を
か
へ
す
事

右
の
心
持モ
チ

は
、
一
太
刀
う
つ
て
、
う
つ
た
よ
と
お
も
へ
は
、
う
つ
た
よ
と
お

も
ふ
心
が
、
そ
の
ま
ゝ
そ
こ
に
と
ゝ
ま
る
也
。
う
つ
た
所
を
、
心
が
、
か
へヘ

ら

ぬ
に
よ
り
て
、
う
つ
か
と
成
て
、
二
の
太
刀
を
、
敵
に
う
た
れ
て
、
先セ
ン

を
入
た

る
事
も
、
無ム

に
成ナ
リ

、
二ニ

の
太
刀
を
、
う
た
れ
て
、
負マ
ク
ルな

り
。
心
を
か
へ
す
と
云

は
、
一
太
刀
う
つ
た
ら
は
、
う
つ
た
所
に
、
心
を
ゝ
か
す
、
う
つ
て
か
ら
、
心

を
、
ひ
つ
か
へ
し
て
、
敵
の
色
を
見
よ
。
う
た
れ
て
、
敵
氣
を
ち
か
ゆ
る
物
也
。

う
た
れ
て
、
や
れ
口ク
チ

惜オ
シ

や
、
う
た
れ
た
よ
と
お
も
ひ
て
、
い
か
り
も
出
る
物
也
。

い
か
れ
ば
、
敵
き
ひ
し
く
成
物
也
。
爰コ
コ

を
油ユ

断ダ
ン

し
て
、
敵
に
う
た
る
ゝ
物
也
。
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う
た
れ
た
敵
は
、
い
か
り
猪井

と
お
も
ふ
へ
し
。
わ
れ
は
、
う
つ
た
と
お
も
ふ
て
、

心
を
と
ゝ
め
て
、
油
断
す
る
。
敵
は
う
た
れ
て
、
氣
か
出
る
と
覚カ
ク

悟ゴ

す
へ
し
。

又
う
た
れ
た
る
所
を
敵
は
、
は
や
用
心
す
る
を
、
わ
れ
は
、
前
の
心
て
う
つ
て
、

う
ち
は
づ
す
物
也
。
う
ち
は
つ
せ
は
、
こ
し
て
、
敵
が
我
を
う
つ
べ
し
。
心
を

か
へ
す
と
は
わ
か
う
つ
た
所
に
、
心
を
と
ゝ
め
ず
、
心
を
我
身
へ
、
ひ
つ
と
れ

と
云
儀
也
。
心
を
か
へ
し
て
、
敵
の
氣キ

色シ
ヨ
クを

見
よ
と
云
儀
也
。
又
は
一
む
き
に
、

打
た
所
を
か
へ
さ
す
し
て
、
程
を
ぬ
か
さ
す
、
二
重
三
重
た
ゝ
み
か
け
て
、
う

つ
て
、
か
ほ
を
も
、
敵
に
ふ
ら
せ
ぬ
は
た
ら
き
も
、
至シ

極ゴ
ク

の
心
持
也
。
間マ
ニ

不ズ
レ

容レ
イ

レ
髪ハ
ツ

と
は
是
を
云
也
。
一
の
太
刀
と
、
二
太
刀
と
の
間ア
イ
ダへ

は
、
髪カ
ミ

一
す
ち
入

へ
き
間マ

も
な
く
、
は
し

く
く
と
、
つ
ゝ
け
て
う
つ
心
也
。

法ホ
ツ

戦セ
ン

場チ
ヤ
ウと
て
、
禅セ
ン

の
問モ
ン

答ト
ウ

に
、
一
句ク

と
ふ
に
、
こ
た
ゆ
る
間
へ
は
、
髪カ
ミ

一
す

ぢ
、
い
る
ゝ
程
も
、
間マ

な
く
答コ
タ
フる
也
。
延ノ
ビ

た
れ
は
、
人
に
こ
ま
る
ゝ
也
。
勝
シ
ヤ
ウ

負フ

分フ
ン

明ミ
ヤ
ウ

也
。
間マ
ニ
不ス
レ
容イ
レ

髪ハ
ツ

と
は
此
事
也
。
二
重
三
重
、
た
ゝ
み
打
に
、
う
つ
太

刀
の
、
急
な
る
事
を
云
也
。

○
一　

一
去
と
云
心
持
之
事

○
一　

空
之
心
持
之
事

○
一　

捧
心
之
心
持
事

右
一
去
と
云
心
は
、
数カ
ズ

く々
を
、
一
に
さ
る
と
云
也
。
数カ
ズ

く々
と
は
、
病
の
数
々

也
。
病
と
は
、
心
の
病
な
り
。
心
に
あ
る
程
の
病
の
、
数
々
を
、
一
に
し
て
、

は
ら
り
と
去
也
。
病
の
数
々
は
、
別ヘ
ツ

の
巻マ
キ

に
し
る
す
也
。
凡ヲ
ヨ
ソ病
と
は
、
心
の
と
ゝ

ま
る
を
云
也
。
沸
法
に
是
を
着ヂ
ヤ
ク

と
て
、
以
モ
ツ
テ

外ノ
ホ
カ

き
ら
ふ
也
。
心
が
一
所
に
着
し

と
ゝ
ま
れ
ば
、
見
ル
所
を
見
は
つ
し
、
思
ヲ
モ
イ

外ノ
ホ
カに

、
負
を
取ト
ル

也
。
心
の
と
ゝ
ま
る

を
、
病
と
云
也
。
此
病
の
、
数
々
を
一
つ
に
、
ひ
つ
く
ゝ
つ
て
、
さ
れ
と
云
心

に
、
一イ
ツ

去キ
ヨ

と
云
也
。
数
々
の
病
を
、
一イ
ツ

去キ
ヨ

し
て
、
唯ユ
イ

一イ
ツ

を
、
見
は
つ
さ
ぬ
様
に

と
也
。
さ
て
唯ユ
イ

一イ
ツ

と
は
、
空ク
ウ

を
云
也
。
空
と
は
、
か
く
し
こ
と
葉
な
り
。
秘ヒ

傳デ
ン

す
へ
し
。
空
と
は
、
敵
の
心
を
云
也
。
心
は
、
か
た
ち
も
な
く
、
色
も
な
く
し

て
、
空
な
る
故
也
。
空ク
ウ

唯タ
ヾ

一ヒ
ト
ツを
見
る
と
は
、
敵
の
心
を
、
見
よ
と
云
儀
也
。
佛

法
と
は
、
此
心シ
ン

空ク
ウ

を
さ
と
る
事
也
。
心シ
ン

は
空ク
ウ

な
り
と
説ト
ク

人
も
あ
れ
と
も
、
さ
と

り
明
ア
キ
ラ
ムる

人
は
、
ま
れ
也
と
な
り
又
捧ホ
ウ

心シ
ン

と
云
は
、
心シ
ン

を
捧サ
ヽ
グる

と
よ
む
字ヂ

也
。
敵

の
心シ
ン

は
、
太
刀
を
、
に
き
つ
た
る
、
手
に
さ
ゝ
げ
て
井
る
な
り
。
敵
の
、
に
き

つ
た
る
拳コ
ブ
シの
い
ま
た
う
ご
か
さ
る
所
を
、
そ
の
ま
ゝ
う
つ
也
。
そ
の
う
こ
く
か
、

う
こ
か
ぬ
か
の
所
を
、
見
ん
為
に
、
一イ
ツ

去キ
ヨ

と
云
也
。
百
病
を
、
一イ
ツ

去キ
ヨ

し
て
、
空ク
ウ

を
見
は
づ
す
な
と
云
な
り
。
敵
の
心
か
、
手
に
あ
る
也
。
手
に
さ
ゝ
げ
て
居
井
ル〈
マ
マ
〉

る
也
。
う
ご
か
ぬ
所
を
打
を
、
空
を
う
つ
と
云
也
。
空
は
、
う
こ
か
ぬ
物
也
。

か
た
ち
な
け
れ
は
、
う
こ
か
ず
。
空
を
う
つ
と
は
、
う
ご
か
ぬ
所
を
、
は
や
う

て
と
云
儀
也
。
空
と
云
事
、
佛ブ
ツ

法ホ
ウ

の
眼
マ
ナ
コ

也
。
空
に
、
虚コ

空ク
ウ

と
、
真シ
ン

空グ
ウ

と
の
差シ
ヤ

別ベ
ツ

あ
り
。
虚コ

は
、
い
つ
は
り
と
よ
む
。
真シ
ン

は
、
ま
こ
と
ゝ
よ
む
。
然
は
、
虚コ

空ク
ウ

と

は
、
い
つ
は
り
む
な
し
き
空ク
ウ

に
て
、
何
も
な
き
事
の
た
と
へ
に
引
な
り
。
真シ
ン

空ク
ウ

と
は
、
真シ
ン

実ジ
ツ

の
空
也
。
即
ス
ナ
ハ
チ

心シ
ン

空ク
ウ

也
心シ
ン

は
、
か
た
ち
な
き
事
は
、
虚コ

空
の
こ
と

く
な
れ
と
も
、
一
心
は
此
身
の
主シ
ユ

人
に
て
、
よ
ろ
づ
の
わ
ざ
を
す
る
事
、
皆ミ
ナ

心

に
あ
り
。
其
心
う
ご
き
て
、
は
た
ら
く
事
、
心シ
ン

の
す
る
所
也
。
心
の
う
ご
か
ぬ

は
空
也
。
空ク
ウ

の
う
ご
く
は
心シ
ン

也
。
空
が
う
こ
ひ
て
、
心
と
な
り
て
、
手
足
へ
は

た
ら
く
也
。
太
刀
を
、
に
き
つ
た
る
拳コ
ブ
シ
の
、
う
ご
か
ぬ
時
、
は
や
う
つ
程
に
、

空
を
う
て
と
い
ふ
也
。
捧
心
と
云
も
、
心
は
め
に
見
え
ぬ
物
な
り
。
見
え
ぬ
に

よ
り
、
空
と
も
い
ひ
、
う
ご
か
ぬ
に
よ
つ
て
、
空
と
も
云
也
。
太
刀
を
に
き
り

た
る
手
に
、
心
を
さ
ゝ
げ
て
居井

れ
と
も
、
め
に
は
見
え
ぬ
な
り
。
手
に
心
を



『兵法家伝書』伝本の比較研究Ⅱ21

さ
ゝ
げ
て
、
い
ま
た
う
こ
か
ぬ
所
を
、
は
や
う
て
と
也
。
此
心
空
は
、
目
に
も

見
え
す
し
て
、
何
も
な
き
物
也
と
、
い
は
ん
と
す
れ
ば
、
此
心
空
う
こ
き
ぬ
れ

ば
、
様
々
の
事
を
な
し
、
手
に
取
、
足
に
ふ
み
、
色イ
ロ

く々
の
妙メ
ウ

を
、
つ
く
す
も
、

此
空ク
ウ

此
心シ
ン

の
う
こ
き
出
て
、
な
す
所
也
。
此
心
を
、
さ
と
り
あ
き
ら
む
る
事
は
、

書シ
ヨ

を
見
て
も
難カ
タ
キレ

成ナ
リ

事
也
。
説セ
ツ

を
聞キ
ヽ

て
も
難カ
タ
キレ

至
イ
タ
リ

道
也
。
書カ
キ

出
す
人
も
、
説ト
ク

人

も
、
い
に
し
よ
り
、
書カ
キ

出
す
法ホ
ウ

様ヤ
ウ

、
説ト
ク

法
様
を
以
て
、
書
ば
か
り
、
説
ば
か
り

に
て
、
心
に
心
を
得ト
ク

道ダ
ウ

し
た
る
人
は
ま
れ
な
る
と
也
。
人
の
様
々
の
わ
ざ
、
き

ど
く
、
皆ミ
ナ

心
の
わ
ざ
な
れ
ば
、
又
天
地
に
も
此
心
あ
り
。
こ
れ
を
天
地
の
心
と

云
。
此
心
が
、
う
こ
け
ば
、
雷ラ
イ

電テ
ン

風フ
ウ

雨ウ

を
お
こ
し
、
時
な
ら
ぬ
雲ク
モ

の
氣ケ

色シ
キ

、
炎エ
ン

天
に
、
雪
霰ア
ラ
レを
飛ト
バ

し
氷コ
ホ
リを
ふ
ら
し
な
ど
し
て
、
人
を
や
ま
し
め
、
な
ど
す
る
事

あ
り
。
然
は
、
此
空
は
、
天
地
に
あ
り
て
は
、
天
地
の
あ
る
じ
、
人
の
身
に
あ

り
て
は
、
人
の
身
の
あ
る
し
、
舞マ
イ

を
ま
へ
は
、
舞
の
あ
る
し
、
能ノ
ウ

を
す
れ
は
、

能
の
あ
る
し
、
兵
法
を
つ
か
へ
は
、
兵
法
の
あ
る
し
、
鉄テ
ツ

炮ホ
ウ

を
う
て
は
、
鉄
炮

の
あ
る
し
、
弓
を
射
れ
は
、
弓
の
あ
る
し
、
馬
を
の
れ
は
、
馬
の
あ
る
し
な
り
。

此
あ
る
し
に
、
私シ
キ

曲ヨ
ク

あ
れ
は
、
馬
に
も
の
ら
れ
す
、
弓
も
あ
た
ら
す
、
鉄
炮
も

は
つ
る
へ
し
。
此
身
に
、
よ
く
、
此
心
が
、
座ザ

敷
、
位
を
得
て
、
在
所
に
、
す

は
り
ぬ
れ
は
、
よ
ろ
つ
の
道
、
自シ

由ユ
ウ

也
。
此
心
を
、
一
度
見
付
て
、
さ
と
り
明
ア
キ
ラ
ム

る
事
、
大
切セ
ツ

也
。
人
こ
と
に
、
我
は
、
心
を
見
ひ
ら
き
て
、
よ
く
、
わ
か
心
を
、

つ
か
ひ
得
た
り
と
、
い
へ
と
も
、
此
心
を
、
と
く
と
、
見
付
た
る
人
は
、
ま
れ

な
り
と
也
。
さ
と
ら
ざ
る
し
る
し
は
、
其
身
に
あ
ら
は
る
へ
し
。
見
し
る
者
は
、

よ
く
見
し
る
へ
し
。
さ
と
り
た
ら
ば
、
一
切サ
イ

の
す
る
わ
ざ
云
事
、
そ
の
身
の
お

こ
な
ひ
、
す
ぐ
な
る
へ
し
す
く
な
ら
ず
は
、
明ア
キ

ら
め
た
る
人
と
は
、
い
ひ
か
た

し
と
也
。
す
ぐ
な
る
心
を
は
、
本
心
と
申
也
。
又
は
、
道ダ
ウ

心シ
ン

と
も
云
也
。
曲
マ
ガ
リ

汚ケ
ガ
リ

た
る
心
は
、
妄マ
ウ

心
と
云イ
ヽ

、
人
心
と
も
申
也
。
わ
が
本
心
を
さ
と
り
得
て
、
其
本

心
に
わ
が
な
す
わ
ざ
の
、
か
な
ふ
人
は
、
床
し
き
事
也
。
此
こ
と
葉
、
わ
れ
よ

く
心
を
得
て
、
如
此
い
ふ
に
あ
ら
ず
。
如
此
い
ふ
と
い
へ
と
も
、
わ
れ
も
、
心

の
す
ぐ
に
し
て
、
す
ぐ
な
る
心
に
か
な
ふ
こ
と
く
に
、
身
の
進シ
ン

退タ
イ

動ト
ウ

静ジ
ヤ
ウす

る
事

は
、
難カ
タ
キレ

成ナ
リ

事コ
ト

な
れ
と
も
、
道
な
れ
ば
し
る
す
者
也
。
し
か
り
と
い
へ
共
、
兵

法
に
は
、
此
心
ま
つ
す
ぐ
に
し
て
、
身
手
足
に
、
か
な
は
さ
れ
ば
な
ら
ざ
る
わ

ざ
な
り
。
平ヘ
イ

生ゼ
イ

の
、
わ
が
身
の
、
進シ
ン

退タ
イ

は
、
道
に
か
な
は
さ
れ
と
も
、
兵
法
の

道
に
は
、
此
得ト
ク

道ダ
ウ

な
く
て
は
、
な
ら
さ
る
也
。
よ
ろ
つ
の
所シ
ヨ

作サ

に
、
此
心
は
づ

れ
す
、
其
道
々
の
上
に
は
、
此
心
か
な
へ
と
も
、
よ
の
所
へ
、
通ツ
ウ

し
て
、
す
る

事
は
不
レ
成
物
也
。
通ツ
ウ

し
て
し
り
、
通
し
て
な
す
事
を
は
、
通ツ
ウ

達タ
ツ

の
人
と
云
也
。

一
能ノ
ウ

一
藝ゲ
イ

の
上
に
通
ず
る
は
、
其
道

く
の
、
達タ
ツ

者シ
ヤ

と
云
也
。
通ツ
ウ

達タ
ツ

と
は
い
ふ

ま
し
き
な
り
。

　
　

さ
る
哥
に
、

妄マ
ウ心

こ
そ　
　
　
　

妄
心
と
て
、
あ
し
き
心
也
。
わ
が
本
心
を
、
ま
よ
は
す
る
也
。

本心
ま
よ
は
す　
　

本
心
也
。
此
心
を
妄
心
が
、
ま
よ
は
す
也
。

妄心
な
れ　
　
　
　

�

妄
心
を
さ
し
て
、
心
な
れ
と
云
也
。
心
を
ま
よ
は
す
心
也
と
、

さ
し
て
い
ふ
也
。
妄
心
也
。

妄心
に　
　
　
　
　

妄
心
也
。
此
妄
心
に
と
云
也
。
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本心　
　
　
　
　
　

�

本
心
也
。
心
殿
と
、
よ
ひ
か
け
て
、
本
心
よ
、
妄
心
に
心
ゆ

る
す
な
と
也
。

本心
ゆ
る
す
な　
　

本
心
也
。
妄
心
に
、
本
心
を
、
ゆ
る
す
な
と
い
ふ
な
り
。

右
の
哥
、
真シ
ン

妄マ
ウ

を
い
ふ
也
。
心
に
本ホ
ン

心シ
ン

、
妄マ
ウ

心シ
ン

と
て
、
二
つ
あ
り
。
本
心
を

得
て
、
本
心
の

マ
コ
ト
ミ
タ
リ

様
に
な
せ
は
、
一
切
の
事
す
ぐ
也
。
此
ノ
本
心
、
妄
心
に
、
お

ほ
は
れ
て
、
ま
が
り
け
が
れ
ぬ
れ
ば
、
一
切サ
イ

の
し
わ
ざ
ま
が
り
け
が
れ
ぬ
る
也
。

本
心
妄
心
と
て
、
真コ
ク
ビ
ヤ
ク黒な

る
物
、
二
つ
な
ら
ひ
て
、
各カ
ク

く々
に
あ
る
へ
き
に
あ
ら

す
。
本
心
と
云
は
、
本
来ラ
イ

の
面メ

目モ
ク

、
父フ

母ホ

未ミ

生シ
ヤ
ウ

以イ

前ゼ
ン

よ
り
、
そ
な
は
り
て
、
か

た
ち
な
け
れ
は
、
生シ
ヤ
ウず
る
と
云
事
な
し
、
滅メ
ツ

す
る
事
な
し
。
形カ
タ
チこ
そ
は
、
父ブ

母モ

も
う
み
な
せ
、
心
は
か
た
ち
な
け
れ
ば
、
父
母
ノ
生ウ
ミ

な
せ
り
と
も
い
ひ
か
た
し
。

人ヒ
ト

生ム
マ

る
れ
ば
、
そ
な
は
り
て
、
此
身
に
あ
り
。
禅ゼ
ン

は
、
此
心
を
傳ツ
タ
エた

る
宗シ
ウ

旨シ

也

と
承
る
所
也
。
又
相サ
ウ

似ジ

の
禅ゼ
ン

と
て
、
似ニ

た
る
事
を
い
ひ
て
、
真マ
コ
トの
道
に
あ
ら
ぬ

人
多ヲ
ホ

け
れ
ば
、
禅セ
ン

者シ
ヤ

と
て
、
一
図ヅ

に
あ
ら
ぬ
と
也
。
妄
心
と
い
つ
ぱ
、
血ケ
ツ

氣キ

也
。

私
ワ
タ
ク
シ

也
。
血ケ
ツ

氣キ

也
と
は
、
い
か
ん
と
な
ら
は
、
血チ

の
わ
ざ
な
り
。
血
が
う
こ
き

て
、
上カ
ミ

へ
あ
が
り
、
顔カ
ホ

の
色
、
変ヘ
ン

じ
怒イ
カ

り
を
出
す
。
又
わ
が
愛ア
イ

す
る
所
を
、
人

に
く
め
は
、
怒イ
カ

り
、
恨ウ
ラ
ミみ
、
或ア
ル
イは
、
又
わ
が
に
く
む
所
を
、
人
同
心
に
に
く
め

は
、
悦
ヨ
ロ
コ
ビを
な
し
、
非ヒ

を
ま
げ
て
、
理
と
な
す
。
人ヒ
ト

至シ
イ

宝ホ
ウ

を
あ
た
ふ
れ
ば
是
を
請ウ
ケ

て
、
悦
ヨ
ロ
コ
ビを

な
し
、
顔カ
ホ

に
、
笑エ
ミ

を
ふ
く
み
、
血ケ
ツ

氣キ

顔カ
ホ

に
う
る
ほ
ひ
を
生シ
ヤ
ウす

。
於
テ

レ

此
コ
ヽ
ニ

以
テ

レ
非ヒ
ヲ

為ナ
ス

レ
理リ
ト

。
是
皆ミ
ナ

此
身
の
血
氣
肉ニ
ク

身シ
ン

よ
り
、
時
に
あ
た
つ
て
、
わ
き

出
る
心
也
。
是
を
妄マ
ウ

心シ
ン

と
云
也
。
此マ
ウ（
マ
マ
）

　

  

妄モ
ウ

心シ
ン

が
お
こ
れ
ば
、
本
心
か
く
れ
て
、

妄マ
ウ

心シ
ン

と
な
り
て
、
皆
あ
し
き
事
の
み
、
あ
ら
は
る
ゝ
也
。
然
は
、
道
あ
る
人
は
、

本
心
に
も
と
つ
き
て
、
妄マ
ウ

心シ
ン

を
う
す
く
す
る
故
に
、
尊タ
ツ
トじ

無〈
マ
マ
〉道

の
人
は
、
本

心
か
く
れ
、
妄マ
ウ

心シ
ン

さ
か
ん
な
る
故
に
、
曲ク
セ

事コ
ト

の
み
に
しジ

ャ
シ
ヤ
ウて、
ま
が
り
濁ニ
コ
リた

る
名

を
取
也
。
右
の
哥ウ
タ

は
、
た
け
も
な
き
哥
な
れ
と
も
、
邪ヨコ

シ
マ正
を
よ
く
い
ひ
わ
け
た

る
也
。
妄マ
ウ

心シ
ン

は
、
皆ミ
ナ

何
事
を
な
せ
ど
も
、
邪
ヨ
コ
シ
マ

也
。
此
邪
ヨ
コ
シ
マ

の
心
が
、
出
た
ら

は
、
兵
法
も
、
負
へ
し
。
弓
も
あ
た
る
へ
か
ら
す
。
鉄
炮
も
は
づ
る
へ
し
。
馬

も
の
ら
る
ま
し
。
の
ふ
も
見
く
る
し
か
る
へ
し
。
舞
モ
き
ゝ
く
る
し
か
る
へ
し
。

云
事
も
あ
や
ま
り
あ
ら
は
る
へ
し
。
一
切
、
皆
た
が
ふ
へ
し
。
本
心
に
か
な

は
ゝ
、
何
事
も
、
皆
よ
ろ
し
か
る
へ
し
。
偽
イ
ツ
ハ
リを

か
ま
へ
て
、
偽
イ
ツ
ハ
リな

き
と
い
ふ
。

そ
の
こ
と
は
、
妄マ
ウ

心シ
ン

な
る
故
に
、
早
く
、
其
偽
あ
ら
は
る
ゝ
也
。
心
ま
こ
と
な

れ
は
、
こ
と
は
り
に
不
及
し
て
、
聞
人
、
や
か
て
し
る
。
本
心
に
こ
と
は
り
不

レ
入
物モ
ノ

也ナ
リ

。
妄マ
ウ

心シ
ン

は
、
心
の
病
な
り
。
此
妄マ
ウ

心シ
ン

を
さ
る
を
、
病
氣
を
さ
る
と
い

ふ
な
り
。
此
病
氣
を
さ
れ
は
、
無
病
の
心シ
ン

也
。
即
此
無
病
の
心
を
、
本
心
と
云
。

本
心
に
、
か
な
は
ゝ
、
兵
法
は
、
名メ
イ゛

人
な
る
へ
し
。
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
程
の

事
、
一
も
此
道
理
に
は
づ
る
べ
か
ら
す
。

三　

小
城
鍋
島
家
本
と
の
比
較

１　

構
成

『
兵
法
家
伝
書
』
上
巻
は
「
殺
人
刀
」
と
呼
ば
れ
る（

（
（

。
こ
の
「
殺
人
刀
」
の
巻

は
、
一
八
の
項
目
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

①　

手
字
種
利
剣
（
百
様
の
構
あ
り
共
、
唯
一
つ
に
勝
つ
事
）　　

②
有
無
の
拍

子　

附
有
も
有
、
無
も
有
と
云
ふ
事　
　

③
水
月　

付
其
影
の
事　
　

④
神
妙
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剣
の
事
（
神
・
妙
の
釈
）　　

⑤
病
気
を
去
る　
　

⑥
指
目
の
事　
　

⑦
歩
み
の

事　
　

⑧
一
理
の
事　
　

⑨
敵
身
方
両
一
尺
の
事　
　

⑩
是
極
一
刀
の
事 

⑪
四
観
の
事
（
水
月
、
神
妙
剣
、
身
手
足
、
病
気
）　　

⑫
下
作
の
事　
　

⑬
心

を
か
へ
す
事　
　

⑭
捧
心
へ
の
階
梯
（
一
去
と
云
ふ
心
持
の
事
、
空
の
心
持
の

事
、
捧
心
の
心
持
）　　

⑮
本
心
・
妄
心
（
天
地
の
心
）

２
．
考
察

前
回
の
「
兵
法
家
傳
書
上
巻
序
」
に
お
い
て
、
細
川
家
本
よ
り
後
に
執
筆
さ

れ
た
小
城
鍋
島
家
本
が
細
川
家
本
を
底
本
と
し
て
い
な
い
事
由
を
述
べ
た
。
そ

れ
は
本
文
に
お
い
て
、

ア
．
平
仮
名
の
元
と
な
る
漢
字
が
一
定
し
て
い
な
い
。

イ
．
漢
字
と
平
仮
名
が
不
統
一
で
あ
る
。

ウ
．
改
行
す
べ
き
と
こ
ろ
が
さ
れ
て
い
な
い
。

の
三
点
に
集
約
さ
れ
た
。
ま
た
、
朱
書
き
の
部
分
に
お
い
て
も
、

ア
．
振
り
仮
名
の
施
し
方

イ
．
句
読
点
の
打
ち
方

ウ
．
特
徴
的
な
読
み
方

に
お
い
て
統
一
的
な
振
り
方
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た（

（
（

。
こ
の
う
ち
、

本
文
に
お
け
る
「
ウ
」
を
除
く
五
点
は
、
本
稿
で
翻
刻
し
た
「
兵
法
家
傳
書
下

巻
」
に
お
い
て
も
同
様
に
言
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
お
い
て
も
小
城
鍋

島
家
本
が
細
川
家
本
を
底
本
と
し
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
兵
法
家
傳
書
下
巻
」
で
は
、
こ
れ
ら
の
特
徴
の
他
に
、

本
文
に
お
け
る
ル
ビ
の
振
り
方
と
言
葉
の
欠
如
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

れ
ら
は
両
書
を
比
較
す
る
う
え
で
特
筆
す
べ
き
点
と
言
え
る
た
め
、
以
下
、
そ

れ
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

一　

ル
ビ
の
振
り
方

本
稿
で
取
り
上
げ
た
小
城
鍋
島
家
本
で
は
、
以
下
の
用
語
に
ル
ビ
が
振
ら
れ

て
い
る
（（　

）
内
が
ル
ビ
に
相
当
）。

間
ニ
不
レ
容
髪
（
マ
ニ
ハ
ツ
ヲ
イ
レ
ス
）　

唯
一
（
ユ
イ
イ
チ
）　

心
空
（
シ
ン

ク
ウ
）　

雷
電
（
ラ
イ
テ
ン
）　

真
妄
（
シ
ン
マ
ウ
）　

邪
正
（
ジ
ヤ
シ
ヤ
ウ
）

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
用
語
を
細
川
家
本
で
確
認
す
る
と
、
す
べ
て
左
側
に

次
の
よ
う
な
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
い
る
（〈　

〉
内
が
左
側
ル
ビ
）

間
ニ
不
レ
容
髪
〈
ア
イ
タ
ヘ
カ
ミ
ス
ヂ
ヲ
イ
レ
〉　

唯
一
〈
タ
ヾ
ヒ
ト
ツ
〉　

心

空
〈
シ
ン
ノ
ク
ウ
〉　

雷
電
〈
カ
ミ
ナ
リ
イ
カ
ヅ
チ
〉　

真
妄
〈
マ
コ
ト
ミ
タ
リ
〉 

邪
正
〈
ヨ
コ
シ
マ
タ
ヽ
シ
〉

参
考
ま
で
に
、
江
戸
柳
生
家
本
を
底
本
と
し
て
翻
刻
し
た
渡
辺
一
郎
氏
校
注

『
兵
法
家
伝
書
（
（
（

』
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
用
語
に
は
同
様
の
左
側
ル
ビ
が
振
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

左
側
ル
ビ
は
こ
の
六
つ
の
用
語
の
み
に
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
五
つ

す
べ
て
に
お
い
て
、
小
城
鍋
島
家
で
は
振
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

意
図
的
に
ふ
ら
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
底
本
と
な
っ
た
も
の
に
振
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
か
の
ど
ち
ら
か
と
考
え
ら
れ
る
。

二　

言
葉
の
欠
如

構
成
⑬
「
心
を
か
へ
す
事
」
に
お
い
て
、
小
城
鍋
島
家
本
に
は
次
の
よ
う
な

「
く
だ
り
」
が
あ
る
。
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心
を
か
へ
す
と
は
わ
か
う
つ
た
所
に
、
心
を
と
ゝ
め
ず
、
心
を
我
身
へ
、
ひ

つ
と
れ
と
云
儀
也
。
心
を
か
へ
し
て
、
敵
の
氣キ

色シ
ヨ
クを

見
よ
と
云
儀
也
。
又
は

一
む
き
に
、
打
た
所
を
か
へ
さ
す
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
程
を
ぬ
か
さ
す
、
二
重
三
重
た
ゝ

み
か
け
て
、
う
つ
て
、
か
ほ
を
も
、
敵
に
ふ
ら
せ
ぬ
は
た
ら
き
も
、
至シ

極ゴ
ク

の

心
持
也
。（
傍
点
筆
者
）

こ
こ
は
、
打
っ
た
と
こ
ろ
に
心
を
置
く
こ
と
な
く
、
打
っ
た
ら
す
か
さ
ず
我

が
ほ
う
へ
心
を
引
返
せ
、
と
い
う
こ
と
を
説
い
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
と
こ
ろ

で
、
傍
点
の
箇
所
で
あ
る
が
、
細
川
家
本
で
は
、「
打
た
所
を
、
心
を
か
へ
さ
ず

し
て
」
と
、「
心
を
」
と
い
う
言
葉
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
江
戸
家
本

を
底
本
と
し
た
渡
辺
一
郎
氏
校
注
『
兵
法
家
伝
書
（
（
（

』
に
も
窺
え
る
。
す
な
わ
ち
、

小
城
鍋
島
家
本
に
お
い
て
は
、「
心
を
」
と
い
う
言
葉
を
書
き
忘
れ
た
と
看
做
す

こ
と
が
で
き
よ
う
。

結
語前

回
に
指
摘
し
た
と
お
り
、
両
家
本
の
原
本
と
言
え
る
よ
う
な
も
の
が
江
戸

柳
生
家
に
あ
る
と
渡
辺
氏
が
述
べ
て
い
る（

（
（

。
す
る
と
、
既
に
両
の
原
本
の
段
階

で
差
異
が
見
ら
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
書
写
の
段
階
で
写
し
手
の
意
図
が
加

味
さ
れ
た
の
か
、
と
い
っ
た
事
が
考
え
と
し
て
浮
か
ぶ
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
そ

の
原
本
と
の
比
較
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
て
、
本
稿
に
お
い
て
指
摘
し
た
新
た
な
差
異
は
、
江
戸
家
本
と
の
比
較
か

ら
し
て
も
小
城
鍋
島
家
本
が
成
立
す
る
過
程
で
書
写
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が

高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
即
ち
、
四
系
統
あ
る
『
兵
法
家
伝
書
』

の
う
ち
、
二
つ
に
お
い
て
書
き
表
さ
れ
て
い
る
も
の
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
に

鑑
み
れ
ば
、
や
は
り
小
城
鍋
島
家
本
の
成
立
過
程
に
お
い
て
何
ら
か
の
事
情
に

よ
り
書
き
忘
れ
た
、
欠
落
し
て
い
っ
た
と
見
る
こ
と
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

す
る
と
、
こ
の
小
城
鍋
島
家
本
に
見
ら
れ
る
句
読
点
や
朱
書
き
、
改
行
等
の

特
徴
は
、
本
書
独
特
の
も
の
と
し
て
捉
え
、
他
の
書
と
分
け
て
お
く
必
要
が
あ

り
そ
う
で
あ
る
。

た
だ
し
、
現
段
階
で
は
「
兵
法
家
傳
書
下
巻
」
に
併
設
さ
れ
て
い
る
「
無
刀

之
巻
」
の
翻
刻
を
終
え
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
早
急
な
結
論
を
導
く
に
は
早
い

と
考
え
る
。
次
回
、
こ
の
「
無
刀
之
巻
」
の
比
較
を
終
え
た
段
階
で
、
最
終
的

な
結
論
を
導
く
こ
と
に
し
た
い
。

【
注
】

（
１
）
今
村
嘉
雄
他
、
同
朋
舎
出
版
。
全
十
巻
で
付
属
と
し
て
小
城
鍋
島
家
『
兵
法
家

伝
書
』
の
複
写
物
が
つ
い
て
い
る
。

（
２
）
拙
著
『
兵
法
家
伝
書
に
学
ぶ
』
日
本
武
道
館
、
二
〇
〇
四
年
。

（
３
）『
兵
法
家
伝
書
』
下
巻
の
末
尾
に
「
此
巻
上
下
を
殺
人
刀
活
人
剣
と
名
付
た
る
心

は
」
と
あ
る
。

（
４
）
前
掲
書
（
２
）、
二
二
頁
参
照
。

（
５
）
拙
著
『「
兵
法
家
伝
書
」
伝
本
の
比
較
研
究
』
目
白
大
学
人
文
学
研
究
第
四
号
、

二
〇
〇
八
年
。

（
６
）
日
本
思
想
史
大
系
六
一
『
近
世
芸
道
論
』
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
。

（
７
）
同
右
、
三
三
一
頁
。

（
８
）
同
右
、
一
六
四
頁
。
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Abstract

Comparing the text of “Heiho-kaden-Syo” of Ogi-Nabeshima （which the author is 

now reproducing） with that of Hosokawa, this study aims to illustrate all the textual 

variants to see if the text is based on the common source. Reading “Katsuninken 

Gekan” from “Heiho-kaden-Syo” the finds that 1） the textual style peculiar to 

“Katsuninken Gekan” is also found in “Setsuninto Jokan”; 2） the different styles of 

rubric （giving kana along Chinese characters） are found especially in “Katsuninken 

Gekan”; 3） these two texts of “Heiho-kaden-Syo” are therefore unlikely to be based on 

the same textual source.


